
（別紙３）

～ R6年　7月　31日

（対象者数） 65 （回答者数）
49

～ R6年　7月　12日

（対象者数） 21 （回答者数）
21

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

経験から出来る事を増やす支援。日常でも選択肢を広げ自分

に合ったものを見つけられる支援。全体会議などでの情報共

有をする。社会のルールやマナーを実際に体験できるよう、

地域などのつながりを強化しています。

2

報連相の大切さを研修などして学んでいる

○事業所名 放課後等デイサービスあおぞら

○保護者評価実施期間
R6年　4月　1日

○保護者評価有効回答数

R6年　7月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R6年　8月　9日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

年齢や発達に合わせて、段階的（各階）に分かれて支援して

いる

１階　楽しくやってみる（小学生）

２階　自立に向けて（中高生）

３階　社会のルールやマナーを理解し自立に向けて

（高校生）

階別で支援しています。

保護者様の困りごとや、心配事を相談しやすいよう日頃から

保護者様とコミニケーションを積極的に図っている

送迎時など保護者様に一言でも今日の様子を伝える。悩み事

や困りごとも話しやすい様、笑顔で接する。

事業所における自己評価総括表公表



3

楽しんで頂くだけではなく、異年齢交流（小学生からお年寄

りまで）を積極的に取り入れ色々な考え方がある事を知った

り学べる機会を増やしていく。地域との交流

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

支援会議などで積極的な意見交流をする。

2

3

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

支援にばらつきがある 個別支援の理解が指導員で少しづつ違ってしまう事がある

イベント交流（行事）異年齢交流の機会があります。様々な

人との交流を持ち学べる

ご家族やお年寄りとの交流の参加型イベント（行事）を行っ

ています


